
 
 

項目 前年度予算額比較 増減率 

民生費 166億円 増加 24.1% 増 

総務費 40億円 減少 14.7% 減 

教育費 7億円   減少 3.0% 減 

衛生費 18億円  増加 8.8% 増 

土木費 32億円  減少 17.5% 減 

平成 22年 6月１日 発行 
発行責任者：鈴木玲央 
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第１回市議会定例会議  

予算等審査特別委員会 総括質疑 概要 

生活保護費について 

〇被保護世帯及び被保護人員 
平成20年12月時点 被保護世帯⇒6,182世帯 被保護人員⇒9,099人 

平成21年12月時点 被保護世帯⇒7,200世帯 被保護人員⇒10,614人 
 

〇一般会計予算における生活保護費 
平成21年度予算 186億円（生活：62億 住宅：30億 医療：86億 など） 

平成22年度予算 192億円（生活：65億 住宅：31億 医療：87億 など） 
 

〇生活保護の廃止状況 
平成20年度：745件（廃止理由 1位：死亡 2位：失踪 3位：経済的自立） 

 

〇生活保護世帯における家賃滞納状況（平成21年10月時点） 

（住宅扶助費：53,700円） 
滞納世帯数：360世帯（全体の5%） 

滞納金額：1,900万円／月額 １億1,400万円／半年 
 

〇生活保護費の不正受給 
平成20年度：99件、7,144万円 

〇生活保護制度は、戦後の日本において、戦災者、引揚者、失業

者などの救済を目的として昭和 21 年 9 月に制定され、同年

10月より施行された 
 

〇日本の政府・自治体が生活に困窮する国民に対して、生活保護

費を支給し、最低限度の生活を保障する制度 
 

〇最後のセーフティーネットとも言われる 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〇代理納付制度の積極的実施 
・代理納付の促進により、家賃滞納の解消がされると共に、納入責任の保障から貸

し渋りの解消が目指せる。 
 

〇生活保護受給者への意識改革を促進 
・生活保護世帯への就労支援を充実させ、生活保護制度の目的の一つである経済的

自立を促進させ、日本人の三大義務である「教育、勤労、納税」を果たすことに

対しての意識向上を目指す。 
 

〇生活保護制度に対する市の姿勢を改善 
・生活保護世帯への詳細な対応が出来るように人員を増加。 

・不正受給者、家賃滞納者への的確な対応。 
 

〇制度矛盾に対しての疑念を払拭 
・高齢者や障害者支援など、本当に必要な人が受けられ、それを社会が率先して支

援したいと考えるような制度設計を目指します。 
 

〇生活保護の目的の一つに経済的自立に向けての支援があるが、

平成20年度実績での自立件数は、745件中82件（11%）と

なっており、年間で全体の1%しか自立出来ていない。 
 

〇被保護世帯、被保護人員共に、減少することはなく、むしろ最

近では増加の速度が増している。これにより、教育費などの他

の財政を圧迫している。 
 

〇家賃滞納者の調査は半年ごとに行われているが、滞納金額は月 

額 1900万円、半年で1億1400万円が住宅扶助として支給

されているにも関らず、家賃として納入されていない。 

 

〇不正受給で発覚している多くは、経済的自立を果たし、納税義

務が生じたことにより発覚しているが、それ以外において調査

するのは困難な状況になっている。 

努力した者が報われる社会・制度づくりを目指します！ 
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鈴木レオのプロフィール 
1977年 11月 9日生まれ（32歳） 

議会：都市環境委員会 
少子・高齢化対策特別委員会 副委員長 など 

団体：八王子市消防団第 9分団第 3部 
   八王子青年会議所、八王子法人会青年部 など 

お子さんが急病時に対しての支援を強化 

昨年9月に、夜間など家庭でお子さ

んが急な発熱や腹痛などの際に、症状

により状態を判断する小児救急に行

くその前に【携帯版】（左図）を作成

し、配布しました。 

本年6月に、さらにその内容を充実

させ、応急処置なども含めた【保存版】

（下図）を、幼稚園や学校などを通じ

て配布を行います。 

〇小児救急に行くその前に【携帯版】 

〇小児救急に行くその前に【保存版】 


